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１．研究の背景 

  本校は、宮崎市中心部から北へ２０ｋｍ、ほぼ県中央の児湯郡東部に位置している。本校は、小中一貫校

として３年目を迎え、地域・家庭・学校が一緒に協力しながら積極的な教育活動に取り組んでいる。本校

の児童生徒は、小学部２４６名、中学部１１７名、合計３６３名である。あいさつがよくでき温順で快活であり、

読書への関心が高い児童生徒が多いという特徴がみられる。 

  本校の職員は、事務職員を含めて４０名程である。４年ほど前に新富町から校務用パソコンが支給され校

務の情報化に向けてハード面の整備が行われた。また、同時に電子黒板が７台、教材提示装置が各学級に

１台ずつ配置された。あわせて、ＩＣＴ活用について職員のスキルアップを図る研修が行われてきた。 

  本校では、小学校・中学校の教師がそれぞれの他校種の授業に入る「乗り入れ授業」を実施しており、

小と中の間を教師が移動する。通常の学校と比べ、教師の負担感は増していると思われる。また、児童生

徒の学習状況や生活の様子について学級担任と教科担任が顔を突き合わせて情報を共有する時間がなか

なか見いだせないのが現状である。 

  この現状を改善するために、業務の効率化を図ることが重要だと考えた。その中心となるツールとして、

昨年から本校で試験運用されている校務支援システムとタブレット端末を活用したいと考えた。校務支援

システムの活用で、教師の負担が軽減され、子どもたちと向き合う時間が確保できるとともに帳票作成作

業上のミス減少も期待できる。また、手軽に写真・動画・文字が入力・保存できるタブレット端末により、

機を逃さない情報共有が可能になると考えられる。 

  このようなことから、教師の負担軽減と小中一貫校における情報共有が実感できるようにする校務支援

について研究していくことは、本校の課題を解決していく上で大変意義深い。 

 

２．研究の目的 

  以下のアプローチから小中一貫校の課題を解決する。 

 （１）業務効率化を図る校務支援システムの活用の在り方を究明し、教師の負担感を軽減する。 

 （２）教科担任と学級担任の連携を深める情報共有の在り方を究明し、乗り入れ授業をさら 

   に充実させる。 

 （３）児童生徒のきめ細かな状況把握の在り方を究明し、職員全体で見守る体制を構築する。 
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３．研究の方法 

  研究を進めるにあたり次のような方法で研究推進を行う。 

   （１）タブレット端末の導入 

  （２）ＩＣＴ活用のための研修会の実施 

   （３）校内研究との連携 

     上記の研究方法をとることで、負担感軽減のための次のような内容を研究していく。 

 

① 職員の負担感を軽減させるために、業務効率化を図る校務支援システムの活用 

 ・ 校務支援システムを活用した通知表の作成 

 ・ 児童生徒の日々の記録を指導に生かすシステムの構築 

② 乗り入れ授業の課題を解決する情報共有ツールづくり 

 ・ タブレット端末を活用した情報共有 

③ 小１～中３の一人一人の児童生徒を職員全体で見守る体制づくり 

 ・ 校務支援システムの効果的な活用 

 

４．研究の内容・経過 

 （１）タブレット端末の導入について 

     写真１のようなタブレット端末を導入した。あわせて、教室等で活用できるように無線ＬＡＮのシ

ステムを構築した。このことにより、教室等でこれまで有線ＬＡＮで行っていたパソコン等の活用が

スムーズに行えるようになった。写真２のように、学校に導入してある電子黒板と連携させて活用す

ることが可能となった。   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

              【 写真１ タブレット端末 】             【 写真２ 電子黒板と校務用ＰＣ 】 

  

 （２）ＩＣＴ活用のための研修会の実施について 

     本研究で活用するためのタブレット端末を導入するにあたり、夏季休業中にタブレットＰＣ活用の

ための研修会を実施した。その際に、校務支援システムの活用についても説明し、今後さらなる活用

を図ることができるようにした。 

     この研修会では、Windows8.1 の導入に伴う使い方の説明が主な内容となった。校務用ＰＣは Windows７

なので、使い方が大きく異なっていたため、起動や電源オフの仕方といった基本的な内容からの研修となっ

た。 
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     この研修の中で、無線ＬＡＮの活用について

も話が出され、校務支援システムをさらにに活

用する方法などについても検討した。児童生徒

の日々の様子を気づいた時に記録できるよう

になる上に、校務用ＰＣも持ち運びが簡単にな

るので児童生徒の情報を共有しやすくなるの

ではないかという考えが出された。 

 

 

 

                                                【 写真３ 研修会の様子】 

 （３）校内研究との連携について 

本校の校内研究は、キャリア教育を中心に研究

を進めている。そこで、小学部１年生から中学部

３年生までのキャリア発達について、９年間を見

通した児童生徒の変容が確認できるようにしてい

る。この中で、他学年の教師が現在自分が受け持

ちの児童生徒がこれまでにどのような指導を受け

てきたのかなどがわかるように、校務支援システ

ムの活用が図れるようにした。 

 

 （４）職員の負担感を軽減させるために、業務効率化を図る校務支援システムの活用について 

  ア 校務支援システムを活用した通知表の作成 

本校では、毎学期末に児童生徒の学習や生活の様子を知らせる通知表を作成している。この通知表

作成の作業は、職員にとってとても大きな負担となっていた。これまでは、手書きでの通知表作成だ

ったが、校務用ＰＣを活用してパソコンで作成したものになった。手書きと比べ、少し教師の負担が軽

減された。しかし、専科や特別活動の様子な

どの成績を入力するのに、学級担任がまとめ

て入力しなければならないという問題が見ら

れた。特に本校の場合、乗り入れ授業が数多

く行われているので、各教科からの成績を紙

ベースでもらい、学級担任が成績を入力する

という作業だった。これでは、学級担任の負

担が大変大きく、教科担任も授業中の児童生

徒の様子を学級担任へ知らせるためにわざわ

ざ時間を作って話をする必要があった。 

そこで、校務支援システムの活用を図るよ

うにした。校務支援システムに付属する通知

【 写真４ 校務支援システムのトップ画面 】

【 写真５ 通知表のレイアウト 】
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表作成ソフトを使うことで、専科教員が児童生徒の成績を直接入力することができるようにした。そ

して、児童生徒の様子を学級担任に知らせ、通知表の記入に役立てることができるようにするために、

校務支援システムの中にある児童生徒の活動の様子を記録する「日々の記録」に専科教員からのコメ

ントを記入するようにした。このような校務支援システムの活用を図ったことで、通知表作成に係る

負担が随分と少なくなった。そして、専科教員からのコメントを生かした所見を書くことができるよ

うになったことで、通知表の内容にも変化が見られた。 

 

  イ 児童生徒の日々の記録を指導に生かすシステムの構築 

    前述の児童生徒の「日々の様子」を記録することで、学級担任等が目の届かない専科の時間や清掃

の時間などの児童生徒の様子を知ることができ、学級での指導に役立てることができる。この記録を

指導に生かすシステムを構築するために、「日々の記録」をパソコンに入力するための時間を確保し

ようと計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

                  【 写真６ 「日々の様子」の記入の様子 】 

 

    しかし、本校の校時程の中に全職員が同時に入力する時間を位置づけることが難しく、気付いたこ

とを時間のある時に入力するという方法をとるようにした。タブレットＰＣを活用して入力を考えてい

たが、無線ＬＡＮの設備が整ったことで、校務用ＰＣを校内のどこにおいても活用できるため、校務用Ｐ

Ｃからの入力が多くなった。 

    日々の記録をこまめに入力したことで、児童生徒の成長の様子がわかるようになった。そして、担

任の目が届かない清掃などの様子も記録したことで、学級担任は児童生徒の姿をより多面的に理解す

ることができるようになった。 

 

（５）教科担任と学級担任の連携を深める情報共有の在り方について 

   （４）で述べた内容と重複する部分が多いので、教科担任及び学級担任の感想を中心に述べる。 

   情報共有を行うために、校務支援システムの活用を図った。そのために、タブレットＰＣの活用も行っ

た。教科の様子等を記入したり、学級での行動などを記入したことで児童生徒理解に役立った。 
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   職員の感想から 

○ 日々の様子を記入することは、慣れるまでは、時間がかかったが、日々の様子を記

録したことで、児童生徒の生活等の見落としが少なくなった。また、年間を通しての

成長が目に見える形でわかった。 

○ 日々の様子を記入することで、これまでよりも児童生徒の様子をよく見るようにな

った。気付いたことを指導に生かせるようになった。 

 

（６）児童生徒のきめ細かな状況把握の在り方について 

   小中一貫校として、児童生徒の９年間の成長の様子を見守ることができるようにするために、校務支

援システムの活用を図ることで児童生徒の記録をしっかりと残すことができるようにした。これまで述

べてきたように、児童生徒の成績、通知表の所見などとともに、教科担任等が記入した児童生徒の「日々

の様子」を次年度も見ることができるようになっている。このことは、新しい担任が、児童生徒にどの

ような指導がなされ、どのように成長してきたのかを知るためにはとても重要な情報である。そして、

情報を簡単に閲覧できるので、指導に役立てやすい。 

   特に、特別支援教育に関係する配慮が必要な児童生徒については、文書での引き継ぎも行っているが、

日々の様子の中でどのような出来事があったのかを理解する点においても、大変有効になっている。 

    

（７）タブレットＰＣ端末を活用した授業実践について 

タブレットＰＣ端末と電子黒板等を活用しながら、授業実践を行った。具体的には、子ども達が考えた

ことをタブレットＰＣから教師用のＰＣへ取りまとめ、必要な画面を全体で共有する機能を使い授業改善を

図った。この機能を使うと、グループや何人かの友達と話し合った内容を説明する時に、電子黒板を使

って画面を拡大し、クラス全員へ簡単にどんな話合いがなされたのかを紹介することができる。そして、

いくつかのグループの考え方を比較検討する際にも、それぞれの話合いの様子がわかる資料を二つ並べ

るなどして、簡単に検討することができた。写真７（左側）は、話合いが終わった後に結果を全体で検

討しているところである。電子黒板に子ども達が話し合った結果を映した後に、別のグラフとどのよう

な違いがあるのかがわかるように書き込みをして確認することができた。 

写真８（右側）は、電子黒板の映像を拡大したものである。書き込みもできるので子どもたちの考えを

わかりやすく説明することもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【 写真７ 話合い後の様子 】      【 写真８ 電子黒板の映像 】 
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５．研究の成果 

 ○ タブレットＰＣ端末を導入するとともに、無線ＬＡＮの設備を整備したことで、業務の効率化を図る校

務支援システムを活用できるようになった。このことにより、教師の多忙感が減少したと考えた教員が

多数いた。 

  ○ 校務支援システムを活用することで、児童生徒の様子を共有するなど教科担任等と学級担任の連携を

深めることができた。 

  ○ 児童生徒の日々の様子を教科担任等が記録することで、学級担任が見ることのできない清掃や専門教

科の授業の様子を把握することができた。 

 ○ タブレットＰＣ端末と校務用ＰＣ等を活用し授業実践を行ったことで、児童生徒がわかりやすい新たな

授業を考えるヒントになった。 

 

６．今後の課題・展望 

 ○ 初めてタブレットＰＣ端末を使うということで、十分な活用機会を用意することができなかった。教師

の負担感軽減に向けて、今後、活用する機会を検討していく必要がある。 

 ○ 今後、校務支援システムのさらなる活用の方法を検討していくことで、児童生徒のよさを共有できる

システムを校内に組織して行く必要がある。 

  

  今後の展望として、タブレットＰＣ端末の台数を増やすことで、職員一人一人がタブレットＰＣ端末の操

作に慣れ、有効に活用することができると考えられる。そのためにも様々な機会を捉えて予算の確保に

努めていきたい。  

  

７．おわりに 

  今回パナソニック財団からのご支援をいただきこのような教育研究を行う機会をいただいたことに感謝

したい。今回の研究では、教師の負担感軽減をめざしていたが、取組が不十分な面が見られたにもかかわ

らず先生方に喜んでもらえ効果的な取組にすることができた。小中一貫校という学校の特色から、教師同

士の会話が重要になるが、今回の取組は、その一つのきっかけになったのではないかと思う。今後、益々

忙しくなると予想される現場において、少しでも負担感の軽減に努めることができればと思う。 
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